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人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来人と緑 心ふれあう 交流のまち 朝来市市

朝来広
報

平成２０年

２００８ August

No.４１

８月

あ　　さ　　ご ８月

平成２０年

今月の主な内容

２～３素早い対応が命を救う～ＡＥＤで人命救助～

４～５市政フラッシュ

４～５我がまち朝来再発見

６～９まちのわだい

１０～１７情報掲示板

１９自分たちのまちは自分たちで！！

２０健康カレンダー・各種相談
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　朝来公民館主催のわんぱく教室は７月１９日、生野町までのサ

イクリングを行いました。

　朝来公民館を出発した１７人の子どもたちが目指した先は、２１

㌔離れた魚ヶ滝。途中休憩をはさみながら、ペダルを踏んで約

３時間、現地に到着した一行は、バーベキューでお腹を満たし、

水着に着替えて水遊び。ひんやりと冷たい水におおはしゃぎの

子どもたちは自転車での移動で疲れた様子も見せず、友だちと

泳いだり、水中の魚を観察したりして夏の一日を楽しみました。
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素
早
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対
応
が
命
を
救
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～
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
人
命
救
助
～～～～～～～～～

自
動
体
外
式
除
細
動
器

　
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た
状
態

（
心
室
細
動
）に
な
る
と
、
全
身

に
血
液
を
送
る
働
き
が
停
止
し

て
し
ま
い
ま
す
。
人
工
呼
吸
や

胸
骨
圧
迫
を
直
ち
に
始
め
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
心
臓
の
働
き
を

正
常
に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
一
刻
も
早
く
心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る「
除
細
動
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
除
細
動
を
自

動
で
行
う
機
器
―
A
E
D
の
設

置
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、市

消
防
本
部
で
は
、
救
命
講
習
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
何
の
心
構
え
も
な
く
、
突
然

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
戸
惑

っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
す
。

A
E
D
の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生

法
の
知
識
を
日
ご
ろ
か
ら
身
に

付
け
、
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た

と
き
に
は
、
勇
気
を
出
し
て
大

切
な
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
は
そ
れ
ほ
ど

難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

触
っ
て
み
る
こ
と
で
、
い
ざ
と

い
う
時
の
心
構
え
を
し
ま
せ
ん

か
。
市
消
防
本
部
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
操
作
方
法
を
含
め
た
「
普

通
救
命
講
習
」や「
消
防
教
室
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習

▼
場
所
　
市
消
防
本
部

▼
定
員
　
　
人
２０

▼
主
な
内
容
　

・
応
急
手
当
の
重
要
性
と
そ
の

　
要
領
に
つ
い
て
の
講
義
　

　市内では、１１９番通報があってから救急隊が現場に到着するまでの平均時間
が約７分。その間に現場に居合わせた人が行う応急手当が救命率を大きく左右
します。救急隊の到着までにできること―それは、心肺蘇生法（胸骨圧迫・
人工呼吸）とＡＥＤを使うことです。
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Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
進
め
てて

まま
すす

救
命
講
習
を
受
講
し
ま

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
せせ

んん
かか

・
市
役
所
本
庁
舎

・
福
祉
事
務
所

・
生
野
庁
舎

・
山
東
庁
舎

・
朝
来
庁
舎

・
和
田
山
保
健
セ
ン
タ
ー

・
山
東
公
民
館

・
温
水
プ
ー
ル
エ
ス
ポ
ワ

・
温
水
プ
ー
ル
「
く
じ
ら
」

・
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル

・
生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル

・
あ
さ
ご
・
さ
さ
ゆ
り
ホ
ー
ル

・
和
田
山
図
書
館

・
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館

・
道
の
駅「
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ
さ
ご
」

・
市
消
防
本
部（
署
）

・
市
消
防
本
部（
署
）生
野
出
張
所

・
市
内
各
小
中
学
校

・
市
内
各
保
育
所

・
生
野
幼
児
セ
ン
タ
ー

・
奥
銀
谷
幼
稚
園

・
栃
原
幼
稚
園

※
消
防
本
部
に
は
貸
出
用
の

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
２
台
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
市
の
施
設

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
た
市
の
施
設
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・
心
肺
蘇
生
法
実
技

・
異
物
除
去
・
止
血
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

講
習
終
了
後
、
カ
ー
ド
式
の
修

了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
開
催
日
等
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
教
室

▼
主
な
内
容
　

・
水
難
事
故
の
対
応
（
心
肺
蘇

　
生
法
）

・
消
火
器
の
使
い
方

・
天
ぷ
ら
油
火
災
の
対
応

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

※
申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
い

　
ま
す
。

ＡＥＤの使い方を知っておきましょう

　人が倒れています！反

応を確認しましょう。近

くで呼びかけ、肩を軽く

たたくなどしても反応が

ない場合は、１１９番に通

報し、ＡＥＤを用意しま

す。

　ＡＥＤが用意でき

るまで人工呼吸２回

と胸骨圧迫３０回を

繰り返し行います。

　ＡＥＤの電源を

入れます。電源を

入れた後は、ＡＥ

Ｄの指示に従いま

す。電極パッドを

傷病者の胸に直接

はります。

　ＡＥＤは、自動的に心電図を

解析し、除細動が必要かどうか

の判断をします。ＡＥＤから指

示が出たら傷病者から離れ、除

細動ボタンを押します。

②

③ ④

ＡＥＤ（Automated External Defibrillator）は「自動体

外式除細動器」のことで、心臓の突然の停止事故の際

に電気ショックを与えて救命しようとする機器のこと

です。

　平成１６年７月から医療関係者だけでなく、一般の人

も使用できるようになり、病院や駅・公共施設など人

が多く集まる施設への設置が広がっています。

　
心
停
止
後
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
行
う
ま
で
の
時
間
が
１

分
経
過
す
る
ご
と
に
、
救
命

率
が
７
～
　
％
ず
つ
低
下
す

１０

朝来市消防本部
救急救命士
絹巻洋三

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す

る
ま
で
に
、
い
か
に
早
く
心

肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を

行
え
る
か
が
、
と
て
も
重
要

と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
、
救
命
講
習
に

参
加
し
て
緊
急
時
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

AEDとは…

このステッカーが設置の目印。施設の入り口などにはり
出してあります

早
期
の
対
応
が
命
を
救
う

救急救命士インタビュー

　
職
場
で
の
講
習
会
の
ほ
か

に
消
防
団
な
ど
で
も
受
講
し

て
い
る
の
で
大
分
使
い
方
も

佐藤 剛さん
（和田）

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
機
械

が
手
順
な
ど
を
音
声
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て

操
作
で
き
ま
す
。

　
講
習
会
の
経
験
を
い
か
し

て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
心
が

け
た
い
で
す
。

普通救命講習受講者インタビュー

■
問
い
合
わ
せ

　
市
消
防
本
部
　
緯
６
７
２
―
０
１
１
９

　
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
和
田
山
工

場
で
は
、昨
年
工
場
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
。Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
な
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、積
極
的
に
救
命
講
習
な
ど
を
受
講

さ
れ
て
い
ま
す
。

７月２２日の講習会の様子

①

※除細動が不要な人に、誤って

　電気ショックを与えてしま

　う心配はありません。



　
今
回
も
、前
回
に
引
き
続
き
伊

能
忠
敬
が
測
量
し
た
道
筋
を
た
ど

り
な
が
ら
、当
時
の
朝
来
の
風
景

を
見
て
い
き
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　

　
文
化
　
年（
１
８
１
４
）
１
月
　

１１

１３

日
、矢
名
瀬
町
に
宿
泊
し
た
伊
能

忠
敬
を
隊
長
と
す
る
本
隊
は
、
翌

　
日
、和
田
山
か
ら
養
父
市
場
に

１４向
か
っ
て
測
量
を
進
め
ま
し
た
。

「
１
月
　
日
　
晴
天
。

１４

朝
７
時
に
矢
名
瀬
町
を
出
発
、
昨

日
、宿
の
前
に
残
し
た
矢
印
の
測

量
 杭
 か
ら
測
り
は
じ
め
る
。
中
町

く

い

下
町（
現
、山
東
町
矢
名
瀬
町
）、
大

垣
村
、上
滝
田
村
、桑
原
村
、
玉
木

村（
現
、和
田
山
町
玉
置
付
近
）
を

測
り
、丸
山
川（
円
山
川
）を
舟
で

渡
る
。距
離
は
　
㍍
で
、 即
 ち
こ
れ

す
な
わ

９８

は
豊
岡
川（
城
崎
町
湯
島
周
辺
の

測
量
で
は
、円
山
川
の
こ
と
を
「
豊

岡
川
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。）の
上

流
で
あ
る
。」

　
上
記
の
よ
う
な
記
述
か
ら
、
伊

能
忠
敬
が
測
量
し
た
時
代
に
は
橋

は
か
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。こ
の
円
山
川
を
舟
で
渡
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、現

在
の
玉
置
橋
か
ら
約
　
～
１
０
０

５０

㍍

ほ
ど
上
流
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、川
を
渡
っ
て
和
田
山
村

に
入
っ
た
測
量
隊
は
、１
月
　
日
１２

に
永
井
甚
左
衛
門
を
隊
長
と
す
る

支
隊（『
測
量
日
記
』で
は
別
手
と

表
記
）
が
播
磨
街
道
と
伊
勢
街
道

の
分
か
れ
道
に
あ
る「
右
は
り
ま
、

左
い
せ
道
」の
道
標
に
残
し
た
和

伊能忠敬朝来を測る伊能忠敬朝来を測る③③
～測量隊がたどった道～測量隊がたどった道～～

景観・山東町梁瀬から和田山町高田の風景観・山東町梁瀬から和田山町高田の風景景

第９回

　
７
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日

１５

２４

１０

間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
市
交
通
安
全

対
策
協
議
会
な
ど
は
７
月
　
日
と
　

１５

１６

日
の
両
日
、
道
の
駅
あ
さ
ご
情
報
セ

ン
タ
ー
や
ジ
ャ
ス
コ
・
エ
ス
タ
和
田

山
店
の
出
入
口
な
ど
市
内
３
か
所
で

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
・
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
、
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
な
が

ら
、「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
ド
ラ
イ
バ
ー
や
来
店
者
に
声
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
を
な
く
そ
う

交交
　
市
は
６
月
　
日
、
経
済
産
業
省
か

１６

ら
企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
い
て
企

業
誘
致
に
支
援
措
置
を
受
け
ら
れ
る

地
域
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
基
本
計
画
の
内
容
は
、

「
機
械
・
金
属
加
工
関
連
産
業
の
高
度

化
の
促
進
と
関
連
産
業
の
立
地
・
集

積
目
指
す
」「
交
通
の
要
所
を
い
か
し

産
業
の
立
地
・
集
積
を
目
指
す
」「
農

商
工
が
連
携
す
る
地
域
資
源
活
用
関

連
産
業
の
立
地
・
集
積
を
目
指
す
」

の
３
点
。
市
は
認
定
を
受
け
た
こ
と

や
交
通
の
利
便
性
な
ど
市
の
魅
力
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
立
地
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
誘
致
に
弾
み
つ
く

企企

交通事故防止を呼びかける参加者（国道９号線「古茂池」
全但バス停付近） 甘利経済産業大臣から認定証を受ける井上市長

広報 朝朝来来 ４

この道はかつて「矢名瀬道」と呼ばれていました。

　渡し付近の現況
　（和田山上町）

▼

渡しに通じる街道
（和田山上町）

▼



平成２０年８月平成２０年８月号号５

市政フラッシ市政フラッシュュ

の
測
量
杭
ま
で
測
り
ま
す
。矢
印

の
杭
か
ら
の
距
離
は
、３
，５
０

０
・
７
０
４
㍍
に
な
り
ま
す
。そ
し

て
、和
田
山
村
の
竹
田
屋
左
右
衛

門
宅
で
少
し
休
ん
だ
あ
と
、
５
０

０
㍍
ほ
ど
離
れ
た
養
父
郡
の
東
谷

村
中
市
場（
朝
来
市
和
田
山
町
平

野
、和
田
山
郵
便
局
北
側
付
近
）で

永
井
甚
左
衛
門
た
ち
が
残
し
た
中

印
の
基
準
杭
か
ら
測
り
は
じ
め
ま

す
。こ
の
間
に
つ
い
て
は
、永
井
ら

が
既
に
測
っ
て
い
る
た
め
、
測
量

せ
ず
に
移
動
し
て
い
ま
す
。土
田

村
 立
 場
、宮
田
村
を
測
り
、高
田
村

※

の
庄
屋
太
郎
兵
衛
宅
で
昼
食
を

と
っ
た
後
、養
父
郡
に
入
り
、堀
畑

村
で
は
　
日
に
永
井
た
ち
が
残
し

１３

た
豊
岡
街
道
と
大
屋
街
道
の
分
か

れ
道
に
残
し
た
ホ
印
の
測
量
杭
に

つ
な
ぎ
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
距
離

は
５
，４
１
５
・
１
８

㍍
。
こ
の
日
、

伊
能
忠
敬
の
測
量
隊
は
、養
父
市

場
ま
で
行
き
、宿
泊
。翌
日
か
ら
は

養
父
郡
内
か
ら
気
多
郡
、豊
岡
、湯

島（
現
在
の
豊
岡
市
城
崎
町
湯
島
）

ま
で
測
量
し
て
い
ま
す
。

―
・
―
・
―
・
―
・
―
　
　

次
回
は
、永
井
甚
左
衛
門
を
隊
長

と
す
る
支
隊
の
足
跡
を
た
ど
り
ま

す
。（

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

※
地
名
は
原
文
の
ま
ま
。
距
離
は
メ

　
ー
ト
ル
法
に
換
算（
１
間
＝
約
１
・

　
８
㍍
）
し
て
表
記
し
て
い
ま
す
。

※「
　
」
内
は
、
伊
能
忠
敬
測
量
日
記

　
第
五
巻（
活
字
本
）
か
ら
引
用
し
た

　
も
の
で
、地
名
・
人
名
に
つ
い
て
は

　
同
書
に
よ
り
ま
す
。

※
 立
場
 …
人
足
が

た

て

ば

 駕
籠
 な
ど
を
と
め

か

ご

　
て
休
息
す
る
場
所
（
国
史
大
辞
典
）

　
で
あ
る
が
、
享
和
２
年
（
１
８
０

　
２
）
の
菱
屋
平
七
の
書
い
た
「
長
崎

　
紀
行
」に
よ
る
と
、「
土
田
の
宿
に

　
は
人
家
５
、　
軒
、
商
家
・
宿
屋
・
茶

６０

　
屋
あ
り
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
茶

　
屋
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は

　
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

「右はりま、左いせ道」の道標
（和田山上町）高田のまちなみ

　
市
消
防
本
部
は
７
月
　
日
、播
但

１８

連
絡
道
路
城
山
ト
ン
ネ
ル
内
で
同
道

路
管
理
事
務
所
と
高
速
道
路
交
通
警

察
隊
合
同
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
訓
練
は
午
前
２
時
に
開
始
。ト
ン

ネ
ル
内
で
車
両
事
故
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
、救
急
・
救
助
、放
水
訓
練

と
同
道
路
管
理
事
務
所
に
よ
る
通
行

規
制
や
ト
ン
ネ
ル
内
の
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ァ
ン
を
稼
動
さ
せ
る
排
煙
訓
練
も

同
時
に
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
の
参
加
隊
員
は
本
番
さ
な
が

ら
の
緊
張
感
の
中
で
互
い
に
連
携
を

確
認
し
ま
し
た
。

ン
ネ
ル
内
事
故
想
定
し
合
同
訓
練

トト
　
市
は
６
月
　
日
、
あ
さ
ご
芸
術
の

２８

森
美
術
館
で
カ
ナ
ダ
・
パ
ー
ス
町
と

の
姉
妹
都
市
提
携
協
定
書
の
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
　１２

年
に
旧
朝
来
町
が
パ
ー
ス
町
と
結
ん

で
い
た
姉
妹
都
市
提
携
を
、
市
に

な
っ
た
こ
と
を
機
会
に
今
後
も
よ
り

一
層
交
流
を
深
め
よ
う
と
再
度
結
び

直
し
た
も
の
。
パ
ー
ス
町
は
首
都
オ

タ
ワ
か
ら
南
西
　
キ
ロ
に
あ
る
人
口

８３

約
６
千
人
の
風
光
明
美
な
観
光
都
市

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
印
式
の
後
に
は
、
多
々
良
木
み

の
り
館
で
歓
迎
会
が
催
さ
れ
、
両
市

の
関
係
者
ら
が
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

妹
都
市
再
提
携
で
幅
広
い
交
流

姉姉

いつ起きるかわからないトンネル内事故を想定して訓練 調印した協定書を手にする井上市長（左）とフェニック町長
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よ
ふ
ど
温
泉
横
の
水
田
に
植
え
ら

れ
た
ハ
ス
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
7
月

　
と
　
日
の
両
日
、
同
温
泉
で
「
ハ

１９

２０

ス
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
水
田
の
ハ
ス
は
地
元
の
皆
さ
ん
が

温
泉
の
所
在
地
「
１
０
８
番
地
」
に

ち
な
み
１
０
８
株
を
植
栽
し
た
の
が

始
ま
り
。
現
在
で
は
約
　
種
を
　

５０

３０

ア
ー
ル
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
る
中

人
気
を
集
め
た
の
は
、
ハ
ス
の
葉
に

お
酒
を
注
い
で
茎
の
切
り
口
か
ら
飲

む
「
象
鼻
  杯

     

」。
葉
か
ら
茎
を
通
し
て

ぞ

う

び

は

い

飲
む
と
ほ
ん
の
り
ハ
ス
の
香
り
が
し

て
格
別
の
よ
う
で
し
た
。

お
酒
を
飲
む
姿
、ま
る
で
象
の
よ

お
酒
を
飲
む
姿
、ま
る
で
象
の
よ
うう

　
７
月
　
日
、
和
田
山
町
寺
内
の
山

２０

王
神
社
に
伝
わ
る
寺
内
ざ
ん
ざ
か
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
踊
り
は
、
雨
ご
い
の
願
い
を

込
め
た
太
鼓
踊
り
で
県
の
無
形
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
る
伝
統
行
事
。
山

王
の
遣
い
の
猿
に
ふ
ん
し
た
　
人
の

１２

踊
り
手
が
円
に
な
り
「
ザ
ン
ザ
カ

ザ
ッ
ト
ウ
」
の
声
に
あ
わ
せ
て
腹
の

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
踊
り
手
の
な
か
に
は
、
伝
統
を
継

承
し
よ
う
と
地
元
の
小
・
中
学
生
も

参
加
。
元
気
に
奉
納
す
る
姿
に
多
く

の
歓
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

４百年前から続く伝統の踊りを披露

五
穀
豊
穣
と
子
孫
繁
栄
を
願
っ

五
穀
豊
穣
と
子
孫
繁
栄
を
願
っ
てて

飲む時の茎の形が象の鼻に似ていることから
その名がついたといわれる「象鼻杯」

　
魚
釣
り
や
川
遊
び
な
ど
の
機
会
が

多
く
な
る
夏
本
番
を
迎
え
た
７
月
、

各
地
で
川
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
生
野
新
町
区
で
は
７
月
　
日
、
新

１３

町
河
川
公
園
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。
　
今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
こ

の
ま
つ
り
は
、
平
成
　
年
度
の
同
公

１５

園
の
完
成
を
機
に
、
一
昨
年
か
ら
地

元
実
行
委
員
会
が
始
め
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
で

特
に
人
気
を
集
め
た
の
が
地
元
で
は

「
ひ
ら
べ
」
と
呼
ば
れ
る
ア
マ
ゴ
の
つ

か
み
取
り
。
公
園
脇
を
流
れ
る
白
口

川
で
、
自
然
の
石
で
５
㍍
四
方
に
仕

切
っ
た
「
い
け
す
」
に
放
た
れ
た
ア

マ
ゴ
は
二
百
匹
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
歓
声
と
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な

が
ら
懸
命
に
ア
マ
ゴ
を
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

　
田
路
に
あ
る
県
立
内
水
面
漁
業
セ

ン
タ
ー
周
辺
で
は
７
月
　
日
、
田
路

２０

川
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
こ
の
祭
り

１１

は
、
多
く
の
人
に
川
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
川
の
大
切
さ
、
自
然
の
恵
み

を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
を
地
元
田
路

地
区
の
皆
さ
ん
が
開
催
。
あ
ま
ご
の

つ
か
み
取
り
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
行
わ
れ
、
参

加
者
は
暑
さ
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
、

炊
き
込
み
ご
飯
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の

露
店
が
並
び
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
お

腹
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、

ア
マ
ゴ
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

魚
の
焼
け
る
香
ば
し
い
に
お
い
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
人
で
大
人
気
。
大
勢

が
焼
き
た
て
に
か
ぶ
り
つ
い
て
い
ま

し
た
。

ふ
る
さ
と
の
川
に
親
し

ふ
る
さ
と
の
川
に
親
し
むむ

「ひらべ」捕ったよ！！（新町河川公園まつり）

焼きたてのアマゴをガブリ（田路川ふれあい祭
り）

広報 朝朝来来 ６
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朝
来
市
こ
ど
も
会
主
催
の
「
親
子

で
ふ
れ
あ
い
Ｄ
Ａ
Ｙ
 i
n
 Ａ
Ｓ
Ａ

Ｇ
Ｏ
」
が
７
月
　
日
、
多
々
良
木
み

１３

の
り
館
前
の
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
去
年
ま
で
映
画

上
映
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
も
の
に
企
画
を
変
更
。
多
く
の
催

し
の
中
で
ひ
と
き
わ
人
気
を
集
め
た

の
は
、
細
長
い
風
船
で
帽
子
や
剣
な

ど
を
作
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
。
次
々

と
作
ら
れ
る
色
と
り
ど
り
の
作
品
に

「
欲
し
い
欲
し
い
！
」
と
子
ど
も
た
ち

の
列
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

風
船
で
で
き
た
ア
ー
ト
が
大
人

風
船
で
で
き
た
ア
ー
ト
が
大
人
気気

出来上がった作品に目を輝かせる子どもだち

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

　
朝
来
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
は

７
月
　
日
、
山
東
緑
風
ホ
ー
ル
で

１９

「
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、
講
師
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
者
と
し

て
活
躍
し
た
岡
本
美
佳
さ
ん
を
招
き
、

夏
休
み
前
に
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　
岡
本
さ
ん
は
明
る
く
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
、
丁
寧
に
ポ
イ
ン
ト
を

指
導
。
参
加
者
た
ち
は
汗
い
っ
ぱ
い

に
な
り
な
が
ら
も
熱
心
に
基
本
の
動

作
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

正
確
な
ラ
ジ
オ
体
操
、
さ
わ
や
か
な

正
確
な
ラ
ジ
オ
体
操
、
さ
わ
や
か
な
汗汗

講師の指導を受け、体操する参加者

　
東
河
地
区
協
議
会
は
７
月
６
日
と

７
日
の
両
日
、「
ウ
ル
東
河
ワ
ク
ワ

ク
ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
同
協
議
会
が
平

成
　
年
度
の
目
玉
事
業
と
し
て
、
地

２０
区
住
民
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
よ
う

と
開
催
。
地
区
内
か
ら
　
人
が
参
加

５８

し
ま
し
た
。
初
日
は
福
井
県
越
前
市

の
万
葉
菊
花
園
を
見
学
し
た
後
、
越

前
町
の
陶
芸
村
で
越
前
焼
き
に
挑
戦
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
も
、
力
作

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
石
川
県
の
山

代
温
泉
で
１
泊
し
た
翌
日
は
、
福
井

県
の
大
安
禅
寺
な
ど
を
訪
問
。
帰
路

の
車
中
で
は
、
第
２
回
の
開
催
を
望

む
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。陶芸村で越前焼きに挑戦する参加者。出

来上がった作品は、秋の文化祭に展示す
る予定。

地
区
の
交
流
深
め

地
区
の
交
流
深
め
るる「
ワ
ク
ワ
ク
ツ
ア
ー

「
ワ
ク
ワ
ク
ツ
ア
ー
」」

　
生
野
町
黒
川
に
あ
る
日
本
ハ
ン
ザ

キ
研
究
所
は
７
月
　
日
、
同
研
究
所

１９

で
「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
観
察
会
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
世
界
最
大
の
両
生
類
を
一
目
見
よ

う
と
訪
れ
た
の
は
、
滋
賀
県
や
広
島

県
な
ど
か
ら
参
加
し
た
親
子
連
れ
を

含
む
　
人
。
参
加
者
は
、
研
究
員
に

４０

生
態
な
ど
の
話
を
聞
い
た
後
、
飼
育

プ
ー
ル
で
保
護
飼
育
中
の
　
匹
を
観

６５

察
。
実
物
を
見
る
の
は
初
め
て
の
参

加
者
は
、
泳
ぎ
回
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
を
興
味
津
々
の
様
子
で
観
察

し
て
い
ま
し
た
。

世
界
最
大
の
両
生
類
を
観

世
界
最
大
の
両
生
類
を
観
察察

飼
育
プ
ー
ル
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
観

察
す
る
参
加
者



　
生
野
ま
ち
づ
く
り
工
房
井
筒
屋
運

営
委
員
会
は
７
月
６
日
、
生
野
町
口

銀
谷
地
区
で
「
銀
谷
の
七
夕
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
委
員
会
が
七
夕
飾
り

を
通
じ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

行
っ
た
も
の
で
、
約
百
軒
の
民
家
や

事
業
所
な
ど
が
参
加
。
玄
関
先
な
ど

に
飾
ら
れ
た
色
と
り
ど
り
の
装
飾
を

ま
と
っ
た
七
夕
飾
り
が
風
に
揺
ら
れ
、

見
物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
井
筒
屋
で
は
、
七
夕
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
を
彩
る
七
夕
飾

ま
ち
を
彩
る
七
夕
飾
りり

　
梁
瀬
保
育
園
の
園
児
　
人
は
６
月

５２

　
日
、
山
東
町
森
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

２７園
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
同
園
を
経
営
す
る

平
田
尚
志
さ
ん
が
梁
瀬
保
育
園
の
園

児
を
招
待
し
た
も
の
。
園
児
た
ち
は
、

摘
み
取
り
方
法
な
ど
を
聞
い
た
後
、

大
人
の
背
丈
ほ
ど
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
木
に
な
る
実
の
中
か
ら
大
粒
で
青

黒
く
完
熟
し
た
も
の
を
選
ん
で
は
、

か
ご
い
っ
ぱ
い
に
収
穫
。
取
っ
た
そ

の
場
で
取
れ
立
て
の
実
を
口
に
ほ
お

ば
る
と
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し
い

よ
」
な
ど
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、初

夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
ま
し
た
。

甘
く
て
お
い
し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
舌

甘
く
て
お
い
し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
舌
鼓鼓

まちのあちこちできれいに飾られた七夕飾り

熟した青黒い実を選んで収穫

準優勝　生野支団第１団

第３位　生野支団第２団

ポンプ操法に臨む選手

優 勝　和田山支団第１０団

小型ポンプの部

スポーツ大会の結果

第４回朝来市民ソフトボール大会
７月６日開催（場所：山東農村広場）

優　勝　若獅子（朝来地区）

準優勝　弥生が丘（和田山地区）

三　位　２区（生野地区）

　〃　　高田区（和田山地区）

生野婦人バレーボール大会
６月２９日開催（場所：生野体育館）

BゾーンＡゾーン
新町六区優　勝
栃原Ａ二区Ａ準優勝
四区小田和第３位

第３２回和田山オープンソフトテニス大会（個人戦）
６月２２日開催（場所：秋葉台テニス場）　敬称略

優　勝　夜久将人・森脇健太（成美高）

準優勝　笠垣和幸・足立智昭（和田山ク）

三　位　牧野裕晃・志賀貴光（綾部ク）

　〃　　友渕教貴・永井裕一（成美高）

第２５回和田山軟式野球大会
６月２２日開催（場所：筒江農村広場）

優　勝　J.ジェントルマン

準優勝　兵庫ヤンキース

朝
来
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

朝
来
市
消
防
団

　
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
市
は
６
月
　
日
、
羽
渕
の
チ
ェ

２８

ー
ン
脱
着
場
で
、
朝
来
市
ポ
ン
プ

操
法
大
会
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

を
行
い
ま
し
た
。
同
部
に
は
、　１６

分
団
か
ら
　
チ
ー
ム
、
　

人
が
出

２３

９２

場
。
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
り
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す
。

広報 朝朝来来 ８



平成２０年８月平成２０年８月号号９

Town Topics　～まちのわだい～

皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　市役所秘書広報課　☎672-6111

怪

怪

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

　
７
月
　
日
、
和
田
山
町
竹
田
の
朝

２３

来
橋
近
く
の
河
川
敷
で
「
 松
明
 祭
り
」

た

い

ま

つ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
江
戸
時
代
の
１
７

６
２
年（
宝
暦
　
年
）、
竹
田
地
区
を

１２

襲
っ
た
大
火
事
が
二
度
と
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
と
、
朝
来
山
の
 愛
宕
 神
社

あ

た

ご

に
松
明
を
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
　
松
明
か
ら
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
っ

た
炎
が
川
面
に
映
し
出
さ
れ
る
幻
想

的
な
雰
囲
気
の
中
、
祭
壇
で
火
事
災

難
か
ら
の
無
事
を
祈
る
神
事
や
雅
楽

の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
の
思
い
、炎
に
込
め

防
火
の
思
い
、炎
に
込
め
てて

こうこうと燃える高さ６㍍の巨大松明３基

　
与
布
土
地
域
自
治
協
議
会
（
細
見

守
会
長
）
は
６
月
　
日
、
山
東
町
溝

２９

黒
の
高
齢
者
共
同
生
活
の
家
に
、
交

流
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
あ
つ
ま
り
 処
 

ど
こ
ろ

よ
ふ
ど
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
サ
ロ
ン
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
世
代
が
交
流
し
、
つ
ど
い
の

場
所
に
な
る
地
域
の
拠
点
施
設
を
目

的
と
し
て
開
設
。
囲
碁
、
将
棋
な
ど

の
趣
味
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

無
料
で
楽
し
め
る
ほ
か
、
健
康
体
操

や
健
康
相
談
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト
も
計

画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。　

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
が
オ
ー
プ

地
域
に
愛
さ
れ
る
施
設
が
オ
ー
プ
ンン

交流ふれあいサロン「あつまり処よふど」でくつろぐ
地域の皆さん

　おめでとうございます　表　彰　
人権擁護委員の紹介
　７月１日付で法務大臣

から委嘱を受けた人権擁

護委員を紹介します。

　これから人権擁護活動

でお世話になります。

岡田 脩一さん（弥生が丘２区）

足立 賢一郎さん（諏訪）

大杉 和子さん（西地）

　長年、人権擁護委員と

して活躍され、６月３０日

で同委員を退任された次

の３人の皆さんに、法務

大臣から感謝状が贈られ

ました。

足立襌英さん（宮田）

増田哲雄さん（西谷）

澤田厚堂さん（矢名瀬下町）

お世話になります

お世話になりました

厚生労働大臣特別表彰
　民生委員・児童委員として長年にわたり地域の福祉向上に貢献された市内の

２人の皆さんが厚生労働大臣特別表彰を受けました。

前山東民生委員児童委員協議会長

奥村 憲道さん（与布土）

　平成４年から民生委員児童委員を

務められ、平成１２年４月から１９年

１１月末まで山東民生委員児童委員

協議会長として地域福祉向上に尽力

されました。

前朝来民生委員児童委員協議会長

西垣 八重子さん（新井３区）

　平成４年から民生委員児童委員を

務められ、平成１３年１２月から１９

年１１月末まで朝来民生委員児童委

員協議会長として地域福祉の向上に

尽力されました。
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

兵庫県愛育連合会長表彰
市川 あやさん（物部）

　７月９日、丹波市の丹波の

森公苑で第２６回ひょうご愛

育の集い（兵庫県愛育大会）が

行われ、優良愛育班員として

兵庫県愛育連合会長表彰を受

けました。

兵庫県いずみ会県知事表彰
栄町いずみ会（栄町）

　７月２４日、淡路市しづかホールで第３４

回兵庫県いずみ会大会が行われ、昭和４４年

から地域の皆さんに健康や食生活のアドバ

イスなどの活動を続けている栄町いずみ会

の皆さんが、兵庫県いずみ会県知事表彰を

受けました。

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回



　
市
で
は
、
次
の
と
お
り

住
民
結
核
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象
者
　
市
内
に
住
所

　
が
あ
り
、
平
成
　
年
３

２１

　
月
末
現
在
　
歳
以
上
の

６５

　
人

※
今
年
度
、
肺
が
ん
検
診

　
や
病
院
等
で
胸
部
レ
ン

　
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
た

　
人
は
、
こ
の
検
診
を
受

　
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

▽
料
金
　
無
料

▽
日
程
　

・
朝
来
地
区
巡
回
…
９
月

　
９
日
、　
日
、　
日
 

１０

１１

・
山
東
地
区
巡
回
…
９
月

　
　
日
、　
日
、　
日
 

１２

１６

１７

・
生
野
地
区
巡
回
…
９
月

　
　
日
、　
日
 

１８

１９

・
和
田
山
地
区
巡
回
…
　１０

　
月
９
日
、　
日
、　
日
、

１０

１４

　
　
日
、　
日
、　
日
 

１５

１６

１７

※
各
地
区
の
詳
し
い
巡
回

　
日
程
は
、
回
覧
等
で
お

　
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
受
診
に
つ
い
て
　

・
３
月
に
申
込
み
を
し
て

　
い
る
人
に
は
、
８
月
下

　
旬
に
受
診
票
を
送
付
し

　
ま
す
。（
和
田
山
地
区

　
は
９
月
下
旬
）

・
申
込
み
を
し
て
い
な
い

　
人
で
、
受
診
を
希
望
さ

　
れ
る
場
合
は
、
市
役
所

　
健
康
課
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
健
康
課

　
緯
６
７
２－

５
２
６
９

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
集

中
す
る
休
日
や
夜
間
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
示
が

遅
く
な
っ
た
り
、
接
続
し

に
く
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
緩
和
す
る
た
め
、

　
月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

１０ネ
ッ
ト
上
位
回
線
帯
域
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
利
用

者
の
お
宅
に
設
置
し
て
い

る
端
末
モ
デ
ム
の
速
度

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
料
金
を
、　

月
１０

１
日
か
ら
、
現
在
の
月
額

１
千
５
百
円
を
２
千
円
に

改
定
し
ま
す
。

　
既
に
年
払
い
で
お
支
払

い
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

は
、　

月
分
か
ら
平
成
　

１０

２１

年
３
月
分
ま
で
の
差
額
３

千
円
を
　
月
末
に
請
求
さ

１０

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
ケ
ー

　
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー

　
緯
６
７
７－

１
０
４
４

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ポ

　
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　
し
て
い
ま
す
。
技
術
的

　
な
問
い
合
わ
せ
に
お
答

　
え
し
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間
　
年
末
年
始
、

　
夏
期
休
日
を
除
く
毎
日
、

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー

　
緯
０
１
２
０
―
８
７
０
―
７
３
０

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強

制
抑
留
者
、
引
揚
者
の
ご

本
人
に
、「
特
別
慰
労
品
」

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
（
遺

族
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
）。「
引
揚
者
」は
、終
戦

の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年

情

報

掲

示

情

報

掲

示

板板

広報 朝朝来来 １０

暮らしのお知らせ

お
知
ら

お
知
ら
せせ

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

In
fo
rm
a
tio
n
　
A
s
a
g
o
　
L
ife

《平《平成成２２００年年度国民健康保険税の税率が決まりまし度国民健康保険税の税率が決まりましたた》》
　従来の国民健康保険税は、医療給付費分と介護納付金分を併せて課税していましたが、平成２０年度から後

期高齢者医療制度が創設されたことにより、新たに後期高齢者支援金分を合算して課税することになりまし

た。これは、これまで医療給付費分に含まれていた老人保健制度への支援金相当分を後期高齢者支援金分と

して別建てとし、医療給付費分と区分するものです。

　８月中旬に国民健康保険税（本算定）納税通知書を送付しますので、不明な点がありましたら市役所税務

課までお問い合わせください。

日時：８月２４日（日）８：３０～１２：００

場所：道の駅「但馬のまほろば」　☎６７６－５１２１

採れたて新鮮野菜、

味噌や佃煮・漬物

などが満載！！

一般道からも利用できます！

産 直 の 会

道の駅「但馬のまほろば」 「朝市」

第２３第２３回回
のの

保保国国 ひひ
ろろ ばば 自自自自自自

■問い合わせ　市役所税務課　☎６７２－６１１９

介護納付金分後期高齢者支援金分医療給付費分計　算　方　法

１．３０%１．５０%４．００%前年中の所得に応じて計算① 所 得 割

６．９０%６．３０%１７．２０%固定資産税額に応じて計算② 資 産 割

７，７００円６，１００円１６，４００円加入者数に応じて計算③ 均 等 割

５，３００円５，８００円１５，８００円一世帯当たりの金額④ 平 等 割

９０，０００円１２０，０００円４７０，０００円上記①～④の合計年間上限額賦課限度額

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
増
速
と
利
用
料
金
改
定

住
民
結
核
検
診
の
実
施

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈
の

受
付



平成２０年８月平成２０年８月号号１１

以
上
外
地
で
生
活
し
て
い

て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
等
は
、
市
役
所

社
会
福
祉
課
や
各
支
所
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
受
付

は
平
成
　
年
３
月
　
日
で

２１

３１

終
了
し
ま
す
の
で
、
請
求

が
ま
だ
の
人
は
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

　
念
事
業
特
別
基
金

　
緯
０
１
２
０
―
２
３
４
―
９
３
３

※
請
求
に
関
す
る
「
問
い

　
合
わ
せ
」
や「
相
談
」は

　
無
料
で
す
。

　
市
で
排
水
設
備
の
工
事

指
定
店
の
指
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
専

属
の
責
任
技
術
者
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
責
任

技
術
者
の
資
格
を
取
得
す

る
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
試
験
日
　
　
月
　
日
　

１１

２４

（月）

▽
試
験
時
間
　
　
時
　
分

１３

３０

　
～
　
時
　
分

１５

３０

▽
試
験
会
場
　
流
通
科
学

　
大
学
（
〒
６
５
１
―
２

　
１
８
８
神
戸
市
西
区
学

　
園
西
町
３
丁
目
１
番
）

▽
試
験
科
目
　
下
水
道
に

　
関
す
る
一
般
知
識
／
下

　
水
道
に
関
す
る
諸
法
規

　
／
排
水
設
備
工
事
の
設

　
計
・
施
工
方
法
等

▽
受
験
料
　
５
千
円

▽
受
験
講
習
に
つ
い
て

　
9
月
下
旬
～
　
月
上
旬

１０

　
に
県
下
各
地
で
希
望
者

　
を
対
象
に
講
習
会
を
開

　
催
し
ま
す
。

▽
講
習
会
開
催
場
所
　
神

　
戸
市
・
姫
路
市
・
朝
来

　
市
・
南
あ
わ
じ
市

▽
講
習
内
容
　
下
水
道
に

　
関
す
る
諸
法
規
、
設
計

　
施
工
、
計
算
問
題
演
習

　
等

▽
受
講
料
　
７
千
５
百
円

▽
試
験
・
受
験
講
習
の
申
込

・
申
込
書
配
布
期
間

　
８
月
　
日
　
～
　
日
　

１８

（月）

２９

（金）

　（
９
時
～
　
時
。土
曜
日
、

１７

　
日
曜
日
を
除
く
。）

・
申
込
受
付
期
間

　
８
月
　
日
　
～
　
日
　

２５

（月）

２９

（金）

　（
９
時
～
　
時
）　
　

１７

・
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　
市
役
所
下
水
道
課

▽
合
格
発
表
　
平
成
　
年
２１

　
１
月
　
日
　
に
合
格
発

１９

（月）

　
表
す
る
と
と
も
に
、
合

　
格
者
に
合
格
証
書
を
送

　
付
し
ま
す
。
不
合
格
者

　
に
は
、
そ
の
旨
通
知
し

　
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
下
水
道
課

　
緯
６
７
６－

２
０
８
１

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
放
送
大
学
で
は
、
平
成

　
年
度
第
２
期
（
　
月
入

２０

１０

学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
８
月
　
日
３１

　
　
ま
で

（日）
▽
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ

　
ン
タ
ー

　
緯
０
７
８
―
８
０
５
―
０
０
５
２

　
都
市
と
農
山
漁
村
と
の

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
農
山
漁
村
で
奉

仕
活
動
に
取
り
組
む
「
ふ

る
さ
と
青
年
協
力
隊
」
が
、

今
年
も
朝
来
市
を
訪
問
し

ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
、
協
力
隊

と
共
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
市
内
在
住
・
在
勤
の

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
８
月
　
日
２２

　
　
ま
で

（金）
▽
募
集
人
数
　
　
人
程
度

２０

▽
活
動
日
　
９
月
６
日
　（土）

▽
活
動
場
所
　
朝
来
・
佐

　
囊
地
域
又
は
山
東
・
与

　
布
土
地
域

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
役

　
所
企
画
政
策
課

　
緯
６
７
２－

６
１
１
０

健康あさご２１より

　今年度から始まった特定健診・特定保

健指導により、メタボリックシンドロー

ム（内臓脂肪症候群）を予防するために、

運動習慣を推進し、健康づくりを支援す

る事業として、市内の運動施設の利用料

を助成する制度ができました。

―運動施設を利用して運動不足を解消しましょう―

朝来市運動施設利用助成事業を実施します

対象者 市内在住の３０歳以上で、特定

　健診の結果、積極的支援・動機づけ支

　援と判定された人

１回当たり助成額 ３０～６４歳…５００円／

　６５歳以上…３００円（障害者手帳を持っ

　ている人は上記の半額）

◎申請には特定健診結果が必要です。

　申請は、市役所健康課で受け付けます。

１回の申請で１０回分の利用助成券を発

行します。申請時には、今年度受診され

た特定健診結果を持参してください。申

請書は、ホームページから印刷できます。

利用助成券が使用できる施設

和田山町柳原
１０４‐１

朝来市和田山温水プール
「エスポワ」

新井１７２
朝来市あさごふれあい
プール「くじら」

和田山町竹田
２０６３‐３

立雲の郷「とらふす道場」

生野町口銀谷
２１７３

スポーツクラブ「ローラ
ント」

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）

　　　　　　　☎６７２－５２６９

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

募

集

 
募

集
 
 

ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

放
送
大
学
受
講
生

第４１回文教府夏期大学
日時　８月２３日(土)１０時～１４

　　　時５０分

場所　豊岡市民会館文化ホール

講師

・国際日本文化研究センター名誉

　教授・前所長　 片倉もとこ氏

[演題]　「さらーむの里」からのメ

　ッセージ－日本人はイスラーム

　とどうつきあうか－

・キャスター　生島ヒロシ氏

[演題]　心も体も健康、希望高く

入場料　１，５００円 

■問い合わせ先
　文教府夏期大学実行委員会（県立但馬文教府内）
　☎０７９６－２２－４４０７

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

８月は道路ふれあい月間です

　道路はみんなのものです。ルールを守って広く・正しく使いま

しょう。ごみ・空き缶のポイ捨て、無断のはり紙、はみ出し看板の

設置はやめましょう。

国土交通省・兵庫県県土整備部・朝来市



　
市
は
、
市
内
に
あ
る

「
優
れ
も
の
」
の
中
か
ら
ベ

ス
ト
テ
ン
を
選
考
し
、
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

の
財
産
と
し
て
顕
彰
し
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
て

る
た
め
に
「
こ
の
ま
ち
自

慢
ベ
ス
ト
テ
ン
」
を
募
集

し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

　
す
る
人
又
は
市
内
に
事

　
業
所
を
有
す
る
人

③
市
内
の
学
校
に
在
学
す

　
る
人

▽
選
考
対
象
　
多
数
の
市

　
民
が
深
い
愛
着
を
抱
き
、

　
か
つ
、
地
域
に
対
す
る

　
誇
り
を
は
ぐ
く
む
も
の

　
で
あ
れ
ば
有
形
又
は
無

　
形
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す

　
る
も
の
は
対
象
と
し
ま

　
せ
ん
。

●
政
治
、
宗
教
又
は
営
利

　
を
目
的
と
す
る
も
の
（
歴

　
史
的
若
し
く
は
芸
術
的

　
価
値
又
は
革
新
性
等
が

　
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も

　
の
は
除
く
）。

▽
応
募
方
法
　
所
定
の
推

　
薦
書
に
必
要
事
項
（
内

　
容
、理
由
、住
所
、氏
名
、

　
年
齢
等
）
を
記
入
の
上
、

　
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
、

　
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

　
法
で
下
記
ま
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
　
８
月
　
日
１５

　
　（金）

▽
選
考
方
法
　
こ
の
ま
ち

　
自
慢
ベ
ス
ト
テ
ン
選
考

　
委
員
会
に
よ
る
審
査
に

　
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
役
所
秘
書
広
報
課
　

　
緯
６
７
６－

６
１
１
１

　
但
馬
県
民
局
で
は
、
毎

月
第
３
日
曜
日
を
「
但
馬

家
庭
の
日
」
と
定
め
県
民

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
の
普
及
啓
発
と

市役所本庁　☎６７２－３３０１

　生野支所　☎６７９－２２４０

　山東支所　☎６７６－２０８０

　朝来支所　☎６７７－１１６５

ホ
ー
ル
・
美
術
館
の
催
し

あさご芸術の森美術館
世田谷美術館所蔵－素朴派芸術の世界展－
　期日　８月３１日（日）まで
　内容　あさご芸術の森美術館開館10周年記念
　　　　事業の第3弾。アンリ・ルソー、山下清を
　　　　はじめとする芸術界における素朴を紹
　　　　介します。　

暮らしのお知らせ

広報 朝朝来来 １２

ーあさご芸術の森アートフェスティバルー

●兵庫県＆西オーストラリア州 交流国際立体造形展
　期日　９月１５日（月）まで
　内容　日本人彫刻家とオーストラリア人彫刻
　　　　家の合同展示を行います。

ヒメハナ公園展示会
絹絹糸糸のの無無限限ななるる可可能能性性をを求求めめてて

期　間　８月７日（木）～８月１９日（火）

出　展　天田光一氏、天田清和氏（福知山市）

内　容　染色した絹糸を細かく裁断し、のりを加

　　　　え石うすにいれて突き、ペースト状にし

　　　　ます。それを絵の具として用いて、キャン

　　　　パスに描いた絵画を展示します。

楽楽ししいい木木彫彫りり
期　間　８月２２日（金）～９月７日（日）

出　展　太田重雄氏（山東町楽音寺）

内　容　大きなつい立てから小さなブローチまで、

　　　　６０歳から木彫を始めた太田さんがこれ

　　　　までに作成した様々な作品を展示します。

■問い合わせ　ヒメハナ公園事務所　☎６７６－４５８７
　休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合開館）

■問い合わせ　あさご芸術の森美術館　☎６７０－４１１１ 
　休館…水曜日及び祝日の翌日（水曜日が祝日の場合
　　　　はその翌日）
●入館料　大人500円／大学生、高校生300円／小中
　　　　　学生200円

　旧山東町が、平成１１年２月～３月（３回シリーズ）に実施した「糖尿病教

室」で微量採血用穿刺器具を使用した可能性があります。

　この器具は血糖測定時に、指先に針を刺し出血させて採血するときに使

用します。使用の際には、針の交換は行っていましたが、皮膚との接触部

分は交換ができないタイプの器具で、複数の方に使用していた可能性があ

ります。針を交換していた場合には、感染が生じる可能性は極めて低く、

日本では今までのところ複数人に使用することによる感染症の発生事例の

報告はありません。

　糖尿病教室に参加した方で、感染症を心配される方は、無料で血液検査

を実施しますので下記までご連絡ください。なお、当時、糖尿病教室に参

加されていない方や旧山東町以外にお住まいの方は関係ありません。

検査内容　肝炎及びエイズウイルス検査　　

検査場所　県和田山健康福祉事務所　　※検査日時は後日お知らせします

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）☎６７２－５２６９

微量採血用 穿刺 器具（針の周辺部分が使
せ ん し

い捨てでないタイプ）の使用について

朝
来
市
こ
の
ま
ち
自
慢

ベ
ス
ト
テ
ン

◆◆献血にご協力を◆◆

場 所日 時

和田山農業研修センター１０時～１１時／１２時３０分～１５時９月８日（月）

※４００ｍｌ献血へのご協力をお願いします。

■問い合わせ　市役所健康課　☎６７２－５２６９
税

８月の税
個人市民（県民）税　２期
国民健康保険税　　３期

納期　９月１日（月）まで

８月の税

「
但
馬
家
庭
の
日
」
運
動

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク



平成２０年８月平成２０年８月号号１３

し
て
、
但
馬
地
域
の
皆
さ

ん
に
広
く
認
識
さ
れ
、
地

域
挙
げ
て
の
取
組
に
つ
な

が
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
賞
品
　
最
優
秀
賞
に
は

　
副
賞
３
万
円
相
当
の
賞

　
品
を
贈
呈
ほ
か
。

▽
応
募
方
法
　
A
４
用
紙

　
サ
イ
ズ
に
「
但
馬
家
庭

　
の
日
」、「
毎
月
第
３
日

　
曜
日
」
の
文
字
を
組
み

　
合
わ
せ
た
作
品
で
裏
面

　
に
氏
名
、年
齢
、住
所
、

　
電
話
番
号
、職
業
、デ
ザ

　
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
等
を

　
記
入
の
上
、
９
月
　
日
１２

　
必
着
で
、
下
記
へ
郵
送

　
又
は
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
但
馬
県
民
局
県
民
生
活

　
部
県
民
運
動
課
（
〒
６

　
６
８
―
０
０
２
５
豊
岡

　
市
幸
町
７
番
１
１
号
）

　
緯
０
７
９
６
―
２
６
―
３
６
４
６

　
防
衛
省
で
は
、
各
種
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
種
目
　
①
防
衛
大
学
校

　（
一
般
）
／
②
防
衛
大
学

　
校（
推
薦
）／
③
防
衛
医

　
科
大
学
校
／
④
看
護
学

　
生
／
⑤
航
空
学
生
／
⑥

　
一
般
曹
候
補
生
／
⑦
２

　
等
陸
海
空
士（
女
子
）／

　
⑧
２
等
陸
海
空
士
（
男

　
子
）

▽
身
分
　
特
別
職
国
家
公

　
務
員

▽
応
募
資
格
　
①
～
③
　２１

　
歳
未
満
で
高
校
卒
（
卒

　
業
見
込
み
含
む
）
／
④

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

１８

２４

　
高
校
卒
（
卒
業
見
込
み

　
含
む
）
／
⑤
　
歳
以
上

１８

　
　
歳
未
満
の
高
校
卒

２１（
卒
業
見
込
み
含
む
）
／

　
⑥
～
⑧
　
歳
以
上
　
歳

１８

２７

　
未
満

▽
受
付
期
間
　
①
③
④
９

　
月
８
日
　
～
　
日
　
／

（月）

３０

（火）

　
②
９
月
５
日
　
～
９
日

（金）

　
　
／
⑤
～
⑦
８
月
１
日

（火）
　
　
～
９
月
　
日
　
／
⑧

（金）

１０

（水）

　
年
間
を
通
じ
て
受
付

▽
試
験
日
　
①
　
月
　
日

１１

１５

　
　
・
　

日
　
／
②
９
月

（土）

１６

（日）

　
　
日
　
・
　

日
　
／
③

２７

（土）

２８

（日）

　
　
月
１
日
　
・
２
日
　

１１

（土）

（日）

　
／
④
　
月
　
日
　
／
⑤

１０

２５

（土）

　
９
月
　
日
　
／
⑥
９
月

２３

（火）

　
　
日
　
／
⑦
９
月
　
日

２０

（土）

２８

　
　
・
　

日
　
／
⑧
９
月

（日）

２９

（月）

　
　
日
　
～
　
日
　
の
い

２４

（水）

２７

（土）

　
ず
れ
か
１
日

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛

　
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

　
緯
０
７
８
―
３
３
１
―
９
８
９
６
～
８

　
自
衛
隊
兵
庫
地
方
連
絡

　
部
豊
岡
出
張
所

　
緯
０
７
９
６
―
２
２
―
３
９
７
８

《全席指定》
■問い合わせ　和田山ジュピターホール　☎６７２－１０００
　休館＝月曜日（月曜日が祝日の場合その翌日）

※友の会会員は①・④各３００円、②・③は各２００円ＯＦＦ（２枚まで）

ＡＳＡＧＯ国際音楽祭 ２００８
　全国から受講生を募集し、バイオリンやピアノなどの室内楽

（二重奏・ピアノ三重奏・弦楽三重奏・弦楽四重奏など）の集中レッ

スンを行うとともに、一流演奏家（講師）による本格的なコンサー

トが市内福祉施設・小学生対象のミニコンサート等を開催します。■問い合わせ　市役所芸術文化課　☎６７２－６１１４

前売券発売開始料　金　　　　（円）　
開演公演日公　　演　　名

一般友の会
※

当日割増
Ａ席Ｓ席

高校生以下大　人高校生以下大　人

好評発売中
各３００

１，０００２，０００１，５００３，０００　
時
　
分

１８

３０

９／３（水）
森はな生誕１００周年記念　 黒沼ユリ子の『夕鶴』コンサート
（ 大 蔵 小 学 校 児 童 に よ る 合 唱 も あ り ま す ）
①

１，５００３，０００
４，０００１０／１７（金）北西ドイツフィルハーモニー管弦楽団演奏会②

８／９（土）好
評
発
売
中

２，０００４，０００１１／９（日）劇団四季ファミリーミュージカル　こころの劇場「 人 間 に な り た が っ た 猫 」③

８／６（水）なし４，０００
１３時

１１／１５（土）
昼の部

笑 福 亭 仁 鶴 独 演 会④
１７時夜の部

和田山ジュピターホール

【ファイナルコンサート】

公演日　８月８日（金） １９：００開演

会　場　和田山ジュピターホール

前売券　１，０００円／高校生以下無料

※ 都合により変更になる場合があります

水稲の収穫が始まります

　いよいよ水稲の収穫が始まります。苗の育苗・田植

えから始まった作業も実りの時期となりました。今年

の作柄はいかがですか？皆さんが丹精込めて作った稲

が風水害などの気象上の災害、イモチ・ウンカなどの

病害虫やスズメ・イノシシなどの鳥獣害による減収を

補うのがNOSAIの水稲共済です。

～３割以上の被害があれば被害申告を忘れずに！～

　　　　　　　　以下の災害で、３割を超える減収

となった場合に共済対象事故となります。

風水害（暴風雨・強風等による風害、冠水・浸水・流失等

による災害）、干害（干ばつによる災害）、冷害（低温及

びこれに付随する異常気象のために生じた災害）、地

すべり害、火災、その他気象上の原因による災害（地

震・噴火・落雷等による災害）、病害・虫害・鳥害・獣害

※「野生動物被害補償制度」に加入している地区について

　は、獣害による被害に限り１割を超える減収から共済の

　対象となります。

※共済対象事故が発生しても、収穫した後では損害評価会

　委員による適正な損害評価（市による損害評価）が行え

　ませんので、３割を超える減収があれば必ず収穫をする

　前に被害を申告をしてください。

■問い合わせ　市役所農業共済課　☎６７２－５５００

共済対象事故

　見えない所のコンセント

こまめに掃除しましょう！！

８月は電気使用安全月間です

主唱　経済産業省

　財団法人関西電気保安協会

自
衛
官

《全席自由》
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広報 朝朝来来 １４

暮らしのお知らせ

お悔やみ申し上げます（敬称略）

届出人年齢死亡者氏名行政区

弘幸83小田垣 修清水町

あき子92梶原 とり子比叡

勲子70山 田　 弘新井２区

寧子80羽 渕 清 八新井２区

届出人年齢死亡者氏名行政区

健一94能 勢 た つ生野２区

真展82中 治 眞 道生野３区

公明76小 島 加 代生野６区

由雄92竹村やつ子黒川

森野 厚子92木村あきゑ南真弓

剛88野 元 貞 男高生田

届出人年齢死亡者氏名行政区

義宣76石 山 美 隆室尾

郁夫82足立 朋太郎和田山駅前

雅人82藤 本 行 男宮田

中島 信義97藤 原 秀 雄宮

稲津 信子99垣 尾 良 郎野村

美代子88島 津 嘉 朗矢名瀬下町

「事前助成制度」を開始しました

■問い合わせ　朝来市但馬空港利用促進協議会事務局（市役所企画政策課内）　☎６７２－６１１０

　朝来市但馬空港利用促進協議会では、市内在住・在勤の皆さんが航空券を購入する際に、あらかじ

め同協議会等からの助成額を差し引いた形で購入することができる「事前助成制度」を始めました。

コウノトリ但馬空港を利用の皆さんへ

円）を購入する場合、朝来市但馬空港利
用促進協議会助成額5,000円＋但馬空
港推進協議会助成額2,500円＝7,500円
を差し引いた4,900円で購入すること
ができます。

例えば…「航空券購入助成金申請書（事前）」は次の３店舗に設置しています。

電 話 番 号　 住 所　　 旅 行 代 理 店 名　

６７０－２７２７朝来市和田山町枚田岡(ジャスコ内)マックトラベルサービス

６６４－２５５２養父市上筒１８２（株）スカイウェイやぶ営業所

６６２－６２８１養父市八鹿町下網場４３２－１（株）ドリーム観光サービス兵庫北営業所

※航空券は利用する２か月前から予約・購入が可能ですので、ぜひ最寄りの旅行代理店でお求めください。

○事前助成制度を利用して上記の「朝来市但馬空港利用促進協議会助成取扱店」で航空券を購入するときは

　申請書が必要です。また、申請書の提出の際は、必ず身分を証明する書類を持参し提示してください。

・市内在住の人…市内に住所を有することを証明する運転免許証、健康保険証、身体障害者手帳、介護保険

　被保険者証等

・市内在勤の人…市内にある事業所等に勤務していることを証明する社員証等

○代理者又は代表者が申請する場合も、実際に搭乗する人の身分証明証を提示してください。

○身分証明証を忘れた場合は申請ができませんのでくれぐれもご注意ください。

○万が一欠航となった場合は、必ず事前助成を受けた航空券を購入した旅行代理

　店で払戻しの手続を行ってください。手数料は一切かかりません。

○自己都合でキャンセルをした場合も、必ず購入先の旅行代理店で払戻しの手続

　を行ってください。この場合は運賃種別に応じた払戻手数料が発生します。

■問い合わせ先　「生野夏物語」推進協議会（生野町商工会内生野ひいきの会事務局）　☎６７９－２２３３

大人普通運賃の航空券（12,400

８月１３日（水）

～１５日（金）
生 野 夏 物 語

８月１３日（水）

～１５日（金）
生野義挙碑横駐車場に

テント村を開設。休憩、

食事にご利用ください。

開設時間

１３日（水）１１時～１７時

１４日（木）１１時～２２時

１５日（金）１１時～２２時

ふれあいテント村

場所：小野大橋周辺

時間：１９時～（２０時から総踊り）

生野の盆踊りの原型「昔踊り」を受け継ぐ奥銀

谷地域。戦前の盆踊りの風景がよみがえります。

場所：生野マインホール前周辺

時間：１９時～（２０時から総踊り）

鉱山全盛期の昭和３０年代の頃に盛大に行われ

ていた生野の盆の「総踊り」が復活します。

生 野 盆 踊 り
８月１３日（水）　奥銀谷地域

８月１４日（木）　口銀谷地域

森垣の灯籠流し
場所：偕和橋（生野中学校校門）

　　　から盛明橋までの約２５０

　　　ｍの区間

時間：１９時３０分～

代官所時代に森垣村と呼ばれて

いた口銀谷地域の６区。大小

５００個の灯籠が市川を彩り、生

野夏物語をしめやかに締めくく

ります。

森 垣 の灯
が い

 籠 流し
ろ う



平成２０年８月平成２０年８月号号１５

お誕生おめでとお誕生おめでとうう（敬称略）（敬称略）(平成２０年６月３０日現在）

３４，６８４人
（－１１）

総人口
　

１６,７００人
（＋４）

男
　

１７,９８４人
（－１５）

女
　

１２,２３５世帯
（＋１１） 　

世帯数
　
（　）は前月比

 栢掲載対象期間
６月１６日～７月１５日

届出分

戸籍の窓

届出人よみがな出生児氏名行政区

英一りくと山 﨑 陸 斗生野新町

圭一あさみ竹村亜沙美上生野

智昭あきと邊 見 昭 人東谷

達也かなと下 谷 奏 斗和田山駅前

明裕れいな篠 木 伶 奈和田山駅前

啓紀ゆうあ　　 優 空駅北

崇司まさたか桂 野 真 誉枚田

実りり岡 田 璃 々雇用促進住宅

届出人よみがな出生児氏名行政区

直人そうし藤 井 颯 士桑原

孝裕のあ石 井 望 愛弥生が丘２区

義明みほ田 路 未 歩田中

暢昭こころ椿 野 心 優立野

哲也そうすけ小 山 蒼 介立野

琢三まお谷 口 真 緒立野

信道ひろき山 口 大 樹新井１区

拓弥かなと梶 本 奏 登中田路

忠則りゅうのすけ中川  竜之介上岩津

■問い合わせ先　市役所企画政策課　☎６７２－６１１０

アコバスの運行計画を見直しました！！ その２

全但バス路線

▼ ▼

アコバスで代替

運行する区域

　７月号に続き、今月号ではアコバスで代替運行する地域の

うち「朝来地域」の運行方法についてお知らせします。

主な変更点
・神子畑～八代間、石田～澤間の全但バスは休止し、アコバスで

　代替運行します。 

・旧朝来町地域の皆さんは、朝来町内の医療機関、買い物施設を

　利用されることが多いので、重点的に朝来町内を巡回するルー

　トにします。

・バスを効率的に運行させるため、全コース運行曜日が変わりま

　す。

石田～澤間神子畑～八代間

　凡　例

全但バス路線

神子畑　月・金６便
神子畑佐中コース

佐中　　   月　２便

火・木　４便神子畑老波コース

水・金　６便田路コース

水・金　５便多々良木コース

火・木　４便川上コース

　凡　例

全但バス路線

月・水　４便／日佐中コース

火・木　５便／日田路コース

火・木　５便／日多々良木コース

月・水　４便／日川上コース

朝来地区の運行計画の変更について

現　行 １０月１日以降



　市は、市の発行する「広報朝来」と「朝来市ホームページ」を広告媒体として活用し、地域経済の活性化を図るた

め、有料広告を募集します。

朝来市ホームページ（平成１９年度平均約１４，０００人／月）広報朝来（１３，５００部発行）

市ホームページのトップページ最下部「情報掲示板」コーナー、２ページ分最下段掲載位置

６３×１４０ピクセル、ＧＩＦ形式又はＪＰＥＧ形式１種（４２㍉×１８４㍉）／２種（４２㍉×９０㍉）版下は広告主作成掲載規格

１０枠最大（１種２枠）／最少（２種４枠）募集枠

随時（枠に空きがなくなり次第、受付を終了します）※掲載を希望する月の前々月末までに申し込んでください。募集期間

１枠１万円／月１種（１枠２万円／月）／２種（１枠１万円／月）掲載料

１か月を単位とし平成２１年３月末まで掲載期間

本庁秘書広報課又は支所地域振興課に備え付けの「朝来市広告掲載申込書」に記入の上、電子メール・郵送・持参
のいずれかの方法で市役所秘書広報課に提出してください。市のホームページからもダウンロードできます。

応募方法

　法令や公序良俗に反するものやそのおそれがあるもの、人権を侵害するものやそのおそれがあるもの、政治
活動、選挙運動、宗教活動、意見広告などは掲載できません。
　募集のあった広告は、市広告掲載審査委員会で審査の上掲載の可否を判断し、その後結果を通知します。

その他

朝来市和田山駅南土地区画整理組合　第１期保留地（宅地分譲地）の販売開始！

用途地域：第１種住居地域
上水道：朝来市水道
下水道：公共下水道
ガ　ス：プロパンガス
電　気：関西電力
交　通：ＪＲ山陰本線和田
　　　　山駅～５００m

　朝来市和田山駅南土地区画整理組合では、道路や公園などの公共施設を整備するため、地区内の土地所

有者が提供した土地を優良な宅地に整備し、「保留地」として販売を開始します。

　同土地区は、JR山陰本線和田山駅や国道９号に近接し、市役所や商業業務施設が立地する中心商業業務

地にも近い、とても利便性の高い地区です。保留地の購入を検討している人は、市役所都市開発課まで連

絡をお願いします。

保留地箇所図

保留地の番号及び面積

面積(㎡)番号面積(㎡)番号面積(㎡)番号
１７１⑥２８４④５１３①
３９３⑦２３２⑤２２７②

２８４③ ※区画割・面積については、ご相談ください。

■問い合わせ　市役所都市開発課 　☎６７２－６１２７

今回販売する保留地

次回販売予定の保留地

売却済及び売却予定の保留地

■問い合わせ　市役所秘書広報課 　☎６７２－６１１１

　申込受付期間：８月８日（金）～８月１８日（月）（売買単価は６６，５５０円～／㎡）

２種 ２種 １種

煮 紗錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫煮 紗錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

｝
掲
載
位
置

広報朝来
朝来市ホームページ

国道９国道９号号
公公園園

都市計画道
都市計画道路路 駅南駅南線線

県県道道
至

鳥

至
　
鳥
取取

至

県
和
田
山
庁

至
　
県
和
田
山
庁
舎舎

和田和田山山

郵便郵便局局

広報 朝朝来来 １６

国道９号

八鹿→一
本
柳

交
差
点

↑姫路

新和田山トンネ新和田山トンネルル

JR和田山駅

県和田山庁舎

↑看↑看板板
⑤⑤

⑦⑦
⑥⑥

②②
①①

④④

③③

暮らしのお知らせ



平成２０年８月平成２０年８月号号１７

　医療機関にかかるときの一部負担金の割合（１割又は３割）は、７月までは従来の老人保健制度と同様に、

同一世帯の被保険者と７０歳以上の人の所得や収入で判定していましたが、８月からは同一世帯の被保険者の

所得や収入で判定します。

　８月１日から平成２１年７月３１日までの一部負担金の割合は、平成１９年中の所得や収入で判定し、次の①

②に該当する人に新しい被保険者証を７月２２日に発送していますので、８月１日から新しい被保険者証を

医療機関の窓口に提示してください。古い被保険者証は使用できませんので、市役所市民課又は各支所地域

振興課にお返しください。

①一部負担金の割合が変更になる人

②現在、被保険者証の一部負担金の割合欄に『３割。ただし平成２０年７月３１日までは、自己負担限度額「一般」

　適用』の記載のある人

　なお、①②に該当しない人は、引き続き、今までお持ちの被保険者証で受診できます。（世帯の状況に異

動があったり、所得の更正等が行われたときは、一部負担金の割合が随時変更されることがあります。）

 限度額適用・標準負担額減額認定証 

　世帯員全員が住民税非課税（表の区分で低所得Ⅰ・Ⅱに該当）の人は、限度額適用・標準負担額減額認定

証を提示することで、入院の際に医療機関で支払う一部負担金が表の世帯単位欄の限度額となり、入院時の

食事代も減額されます。

　認定証の更新時期は毎年８月です。現在、認定証をお持ちで８月以降も引き続き対象となる可能性がある

人には、申請書を送付しています。世帯員全員が住民税非課税の人で認定証をお持ちでない場合は、入院の

際に市役所市民課又は各支所地域振興課に申請してください。

■問い合わせ先　市役所市民課（後期高齢者医療担当）　☎６７２－６１２０

　　　　　　　　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局資格給付課　☎０７８－３２６－２６４８

※１［　］内は過去１２か月以内にすでに３回以上高額療養費が支給されている場合、４回目からの額

※２［　］内は過去１２か月の入院日数が９０日を超える場合、９１日目からの額（申請が必要）

(注)　制度改正に伴う経過措置（平成２０年８月１日から平成２２年７月３１日まで）…  現役並み所得者（同一世

　帯に被保険者が一人の場合で、かつ７０歳以上７５歳未満の人がいる場合に限る）のうち、収入３８３万円以上の被保

　険者で、同一世帯の７０歳以上７５歳未満の人を含めた収入合計が５２０万円未満の場合は、市役所市民課又は各支所

　地域振興課に申請することで一部負担金の割合は「３割」ですが、自己負担限度額は「一般」の区分となります。

医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額等

該当条件
入院時の食事代
の標準負担額
(１食当たり)

自己負担限度額(月額)一部負
担金の
割　合

区
分 世帯単位

（入院含む）
個人単位
（外来）

同一世帯に住民税課税所得１４５万円以上の被保険者がいる世帯の人
（住民税課税所得１４５万円以上でも収入が次の金額に満たない人は、
市役所に申請することにより「一般」の区分となります）
※対象となる可能性がある人には申請書を送付しています。
○同一世帯に被保険者が一人の場合…収入が３８３万円 
○同一世帯に被保険者が複数いる場合…被保険者全員の収入合計
　が５２０万円

260円

８０,１００円＋
（医療費－
２６７,０００円）

×１％
[44,400円]※１

４４，４００円３割

現
役
並
み
所
得
者

「現役並み所得者」、「低所得Ⅱ」、「低所得Ⅰ」以外の人44,400円１２，０００円

１割

一般

「低所得Ⅰ」以外の人
世帯員全員が住民
税非課税

２１０円
[１６０円]※２

２４，６００円

８，０００円

Ⅱ

低
所
得

○各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除
　額を８０万円として計算）を差し引いたとき
　に０円となる人
○老齢福祉年金の受給者

世帯員全員が住民
税非課税

１００円１５，０００円Ⅰ

一部負担金の割合が変更になる人に新しい被保険者証を送付します

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

※７月号で下記のとおり誤りがありました。　お詫びして訂正いたします。
保険料の計算方法　②均等割額
[正]　４３，９２４円
[誤]　４３，９４２円

問い合わせ先
[正]　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　☎０７８－３２６－２０２１（保険料に関すること）
[誤]　兵庫県後期高齢者医療広域連合事務局　☎０７９－３２６－２０２１（保険料に関すること）



健康コーナー

成人歯科検診を受けましょう　－「健康あさご２１」歯の健康づくりを実践しようー
　人が歯を失う大きな原因は「むし歯」と「歯周病」です。壮年期以降、気がつかない間に歯周病に
かかっていることが多くあります。定期的に歯科検診を受けることは、歯周病を予防し歯を失わな

いためにとても大切です。市では、市内の歯科医院で歯科検診を実施します。

　この機会にぜひ受診してみませんか。

対象者　・昭和４３年４月２日

～昭和４４年４月１日（今年度４０歳）

　　　　 ・昭和３８年４月２日

～昭和３９年４月１日（今年度４５歳）

　　　　 ・昭和３３年４月２日

～昭和３４年４月１日（今年度５０歳）

　　　　 ・昭和２８年４月２日

～昭和２９年４月１日（今年度５５歳）

　　　　 ・昭和２３年４月２日

～昭和２４年４月１日（今年度６０歳）

　　　　・昭和１８年４月２日

～昭和１９年４月１日（今年度６５歳）

　　　　・昭和１３年４月２日

～昭和１４年４月１日（今年度７０歳）

実施期間　９月～１２月　
実施場所　市内歯科医院

健診内容

　①問診…歯の状態や生活習慣をチェックします。

　②口腔内診査…歯ぐきの状態や歯の状態を診察し

　　ます。　

　③保健指導…結果説明と指導を行います。

健診料金　４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳
　　　　　 …１，３００円／７０歳…４００円

申　　込　市役所健康課に
　申し込んでください。健康

　課から受診票を送付いたし

　ますので、受診票をお持ち

　の上、各自で歯科医院に予

　約を取り、受診してくださ

　い。

広報 朝朝来来 １８

■問い合わせ　市役所健康課（和田山保健センター）

　☎６７２－５２６９　FAX６７２－５３６９

地域包括支援センターの
ご存知ですか？脳ドリル『脳耕』 窓

平成20年度に満40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる皆さんへ

　読み書き・計算のドリルとして、以前にも紹介

した脳ドリル『脳耕』ですが、文学作品短編シ

リーズ、じろはったんシリーズともにすべてがそ

ろいました。

　昨年度から全国の４０歳以上の人であれば、誰

でも利用できるようになり、北は福島県、南は熊

本県の方まで利用者が広がっています。

　今年４月から、取扱の窓口が変更となった地域

もありますので、あらためて紹介します。

　市民の皆さんが、楽しみながら認知症予防に取

り組めるものの一つとして、ぜひ活用してくださ

い。

※それぞれ２か月ずつ取り組み、６か月間で１つ

　のシリーズが終了するようになっています。

※購入を希望する人は、お近くの取扱い窓口にご

　相談ください。

【取扱い窓口】生野支所、和田山保健センター、

　山東支所、朝来支所、朝来市地域包括支援セン

　ター

【利用できる人】　４０歳以上の希望者

【利用料金】　１冊　５００円

■問い合わせ先

　朝来市地域包括支援センター　☎６７２－４００４

 文学作品短編シリーズ 

『種まき編』

『水やり編』

『収穫編』

 じろはったんシリーズ 

『種まき編』

『水やり編』

『収穫編』



平成２０年８月平成２０年８月号号１９

健康情報テレホンサービス（８月のテーマ）

☎ 通話料無料 ０１２０‐９７９‐４５１
きゅう  な  きゅう 　    よう  こ  い

兵庫県保険医協会

緑内障を見逃さないために月曜日
どうしてこんなに歯を削るの？火曜日
巻き爪とは水曜日
肺がんの早期発見のために木曜日
認知症の早期発見金・土・日

【電話番号】

URL　http://www.hhk.jp

 第３回 　朝来地域自治協議会
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催
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・
ス
ポ
ー
ツ
部

会
」で
は
、青
少
年
育
成
、生

涯
学
習
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、皆
が
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、昔
の
あ
そ
び
等
の
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
以
上
、４
つ
の
部
会
が
着

実
に
活
動
を
行
い
、お
年
寄

り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、子

ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
抱

か
せ
る
地
域
づ
く
り
、ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
民
交
流
広
場
事

業
を
展
開
し
、事
務
所
設
備

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、地

域
住
民
が
広
く
か
つ
気
軽
に

参
加
で
き
、地
域
の
将
来
の

姿
や
実
践
の
方
向
に
つ
い
て

話
し
合
え
る「
場
」の
拠
点
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
地
域
の
皆
さ

ん
が
、こ
の
組
織
の
活
動
を

理
解
し
、参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
会
長
・
丸
尾
良
昭
さ
ん
）

座談会の様子

部会の様子

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
・

県
民
運
動
８
月
は
強
調
月
間
で
す

　
人
権
推
進
共
同
参
画
課
だ
よ
り
　
　
　

（３７）

　「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

日
々
の
生
活
の
中
で

お
互
い
の
「
じ
ん
け
ん
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を

自
然
に
感
じ
た
り
 考
え
た
り
 行
動
す
る
こ
と
が

定
着
し
た
生
活
の
有
り
様
そ
の
も
の

そ
れ
が
「
人
権
文
化
」
で
す

身
長
も
体
重
も
顔
か
た
ち
も
み
ん
な
違
う
け
れ
ど

た
だ
一
つ
「
幸
せ
に
生
き
た
い
」
と
い
う

願
い
は
み
ん
な
同
じ
で
す

そ
ん
な
違
い
を
認
め
あ
い

同
じ
命
を
い
た
わ
り
あ
う
こ
と
が

息
を
す
る
よ
う
に
自
然
な
こ
と
に
な
る
社
会
へ

こ
と
さ
ら
「
じ
ん
け
ん
」
を
特
別
な
も
の
と
し
て

考
え
る
の
で
は
な
く

い
つ
も
か
か
わ
り
あ
っ
て

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
と
思
え
る
よ
う
に

ご
く
普
通
に
そ
ん
な
意
識
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
が

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
す

兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
発

行
「
感
じ
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
る
心
の
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
」
よ
り■

問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
人
権
推
進
共
同
参
画
課

☎
６
７
２
―
６
１
２
２

人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん



各種乳幼児健診・予防接種など健康課の母子保健事業は、和田山と山東地区を合同
で、生野と朝来地区を合同で実施します。（いずれも該当児には個別通知します）

朝広　２０．７．１３,５００ 広報 朝来朝来 ２０

８８//16～16～９９/15/15各 種 相 談 の ご 案 内 健康カレ健康カレンンダーダー
場　　所内　　容曜日日月

山東老人福祉センター離乳食教室水２０

８

和田山保健センター３か月児健診金２２

山東老人福祉センター
和田山保健センター

腹部超音波検診
脳元気度チェック（予約制）

火２６

山東老人福祉センター腹部超音波検診水２７

生野保健センター
和田山保健センター

腹部超音波検診
８か月児健診

木２８

生野保健センター
和田山保健センター

腹部超音波検診
２歳児歯科健診　　  　

金２９

朝来福祉会館腹部超音波検診月１

９

朝来福祉会館
生野保健センター

腹部超音波検診
１歳６か月児・３歳児健診

火２

和田山保健センター１歳６か月児健診水３

佐嚢コミュニティセンター
和田山保健センター

腹部超音波検診
３歳児健診

木４

朝来体育館腹部超音波検診金５

朝来体育館
和田山農業研修センター

腹部超音波検診
献血

月８

朝来地区巡回
生野保健センター

住民結核検診
３か月児・８か月児健診

火９

朝来地区巡回住民結核検診水１０

朝来地区巡回
和田山保健センター

住民結核検診
８か月児健診

木１１

山東地区巡回
朝来福祉多目的ホール

住民結核検診
親子すこやか教室

金１２

この広報紙は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、古紙再生紙を使用しています。

　
７
月
に
入
り
、気
温
が

　
度
を
超
す
日
が
続
く
、

３０ま
さ
に
夏
本
番
と
い
っ
た

季
節
に
な
り
ま
し
た
。▼

夏
に
は
イ
ベ
ン
ト
や
行
事

が
も
り
だ
く
さ
ん
。休
日

と
も
な
れ
ば
、市
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
開
催
さ
れ
、

広
報
も
そ
の
様
子
を
写
真

に
収
め
よ
う
と「
東
奔
西

走
」な
ら
ぬ「
北
奔
南
走
」。

▼
夏
の
朝
来
市
は
、“
涼
”

を
求
め
て
親
子
連
れ
な
ど

が
訪
れ
る「
魚
ヶ
滝
」、夏

で
も
坑
道
内
の
気
温
が
　１３

度
の
自
然
の
ク
ー
ラ
ー

「
生
野
銀
山
」、ピ
ク
ニ
ッ

ク
や
お
城
め
ぐ
り
に
大
人

気
の「
竹
田
城
跡
」、大
自

然
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満

喫
で
き
る
市
内
各
地
の

キ
ャ
ン
プ
場
、夏
祭
り
や

花
火
大
会
…
と
多
く
の
人

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

▼
現
在
、市
は「
朝
来
市
こ

の
ま
ち
自
慢
ベ
ス
ト
テ

ン
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
　
ペ
ー
ジ
）▼
夏

１２

に
限
ら
ず
、皆
さ
ん
の
一

押
し
の「
朝
来
市
の
顔
」＝

市
内
外
に
誇
れ
る「
朝
来

市
の
優
れ
も
の
」は
何
で

す
か
？
自
然
に
歴
史
文
化

遺
産
、伝
統
芸
能
…「
こ
れ

ぞ
朝
来
市
の
顔
だ
」と
い

う
も
の
を
応
募
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

Ｋ

編

集

後

編

集

後

記記

司法書士による登記・相続・多重債務・消
費者問題・成年後見等の無料法律相談会

　相談は無料。電話での予約制です。
■とき・ところ　１３：００～１６：００
　浜坂多目的集会施設　　　     ８月９日（土）
　豊岡市民会館４階中会議室    ８月１６日（土）
　和田山ジュピターホール１階会議室　９月６日（土）
■問い合わせ　兵庫県司法書士会但馬支部司
　法書士法律相談委員会
　☎０７９－６７６－３３６８
（予約受付時間：平日９：００～１７：００）

総合法律センター南たじま相談所
　兵庫県弁護士会の弁護士が法律相談（有料。
１回３０分、予約制）をお受けします。
■とき　８月２８日（木）１３：００～１６：００
■ところ　和田山老人福祉センター
■相談料　５，２５０円
■予約　☎０７８－３５１－１２３３

行政相談
　官公庁の仕事についての苦情や意見・要望
などをお聞きします。
■とき　８月１８日（月）　１３：３０～１５：００
■ところ　生野保健センター
　　　　　和田山老人福祉センター
　　　　　山東老人福祉センター
　　　　　朝来老人福祉保健センター

人権相談
　人権問題でお悩みの人、お気軽にご相談く
ださい。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：３０～１５：００
８月２０日（水）生野保健センター
８月２１日（木）和田山農業研修センター

〃山東老人福祉センター
〃朝来老人福祉保健センター

心配ごと相談
　経験豊富な相談員が、あらゆる生活上の相
談に応じます。

■とき・ところ　(毎月開催）１３：００～１６：００

９月３日（水）生野保健センター
８月１３日（水）市役所南庁舎
８月２０日（水）山東老人福祉センター
８月２７日（水）朝来老人福祉保健センター

女性問題相談
　経験豊かな女性カウンセラーが女性が抱え
るさまざまな悩みや不安、問題などの相談に
応じます。
■とき　９月１０日（水）１３時～１６時（予約制）
■ところ　市防災センター（前ケーブルテレビ和田山局舎）
■予約　市役所人権推進共同参画課　☎６７２－６１２２

※子ども＝15歳以下　高齢者＝65歳以上
※累計は平成２０年の合計

火災・救急の状況
（朝来市消防本部）

件数区分

０建物

火
災

０林野

０車両

０その他

０合計

６累計

８交通事故

救
急

１８一般負傷

５１急病

１１その他

８８合計

６１９累計

（６月中）

交通事故の状況
（朝来警察署）

累計件数区分

９３１０人身事故

００子ども

死
者
　（人）

２１高齢者

００その他

２１合計

１１２子ども

傷
者
　（人）

１６１高齢者

９５８その他

１２２１１合計

７１８１０２物損事故

（６月中）

犯罪発生状況（朝来警察署）

件数手口件数手口

１７空 き 巣

侵
入
盗

０路 上 強 盗

街
頭
犯
罪

０忍 び 込 み１強制わいせつ

１金 庫 破 り０ひったくり

５事務所あらし１４車上ねらい

１出店あらし１自動販売機あらし

７詐 欺 

そ
の
他

３部 品 盗

３障 害 ２１器 物 損 壊

４暴 行 ２自 動 車 盗

１９万 引 き ０オートバイ盗

（６月末累計）１１自 転 車 盗
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